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今年は食堂でお
雛様と一緒に写真
を撮りました。

恒例の行事食もありました

mailto:hokuto@ruby.ocn.ne.jp
https://www.facebook.com/hokutokaiseikouen


新春ボウリング大会

令和7年2月5日から、各棟
ごとにボウリング大会が実
施されました。
予選の結果、各棟上位3名
ずつで、決勝戦が行われ
ました。

実習初日の学生さ
んにも手伝ってい
ただきました

優勝された後藤さんです
しっかりと狙いを定めてますね

後日、表彰式が行われました
入賞された皆さん、おめでと
うございます！！

優勝
後藤文夫さん

準優勝
近藤昭洋さん

3位
下屋敷和子さん



令
和
七
年
度

障
害
者
支
援
施
設

星
光
園
事
業
計
画

・
運
営
の
基
本
方
針

社
会
福
祉
法
人
北
斗
会
の
基
本
理
念

福
祉
と
は
生
活
権
の
問
題
で
あ
る

全
人
格
と
全
人
権
を
常
に
考
え
よ

処
し
て
止
ま
ら
ず

取
り
て
む
さ
ぼ
ら
ず

自
己
の
職
業
に
奉
仕
す
る
事
に
徹
し
よ
う

こ
の
理
念
を
基
本
方
針
と
す
る
。

・
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
目
標

①
制
度
改
革
へ
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

②
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
・
拡
充

③
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
取
組
み

④
す
ご
し
や
す
さ
・
働
き
や
す
さ
の
充
実

⑤
利
用
者
・
職
員
の
健
康
管
理
の
徹
底

⑥
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
地
域
へ
の
理
解
と
貢
献

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
目
標

一
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
改
定
へ
の
対
応

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
に
基
づ
き
、
経
営

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
事
業
の
内
容
や
提

供
時
間
、
職
員
配
置
等
の
見
直
し
を
行
う
。
ま
た
施
設

経
営
へ
の
プ
ラ
ス
面
マ
イ
ナ
ス
面
に
つ
い
て
分
析
し
、

身
障
協
の
報
酬
改
定
影
響
調
査
も
踏
ま
え
利
用
定
員
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

二
、
個
別
支
援
計
画
の
充
実

サ
ー
ビ
ス
管
理
室
を
中
心
に
、
利
用
者
個
々
の
意
思

や
特
性
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。
ま
た
三
ヶ

月
ご
と
の
検
討
会
を
行
い
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
定
期
的
な
個
別
支
援
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
な
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把
握

の
た
め
に
も
、
意
思
決
定
支
援
を
確
実
に
行
い
す
べ
て

の
利
用
者
が
納
得
で
き
る
計
画
書
の
作
成
を
目
指
す
。

要
な
記
録
②
毎
月
及
び
必
要
に
応
じ
委
員
会
の
開
催

と
検
討
結
果
の
職
員
へ
の
周
知
③
身
体
拘
束
等
の
適

正
化
の
た
め
の
指
針
整
備
を
行
う
。
外
部
研
修
に
つ

い
て
も
研
修
・
改
善
委
員
の
他
、
こ
れ
ま
で
障
害
者

虐
待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修
を
受
け
て
い
な
い
職
員

に
参
加
し
て
も
ら
い
、
伝
達
研
修
に
て
虐
待
防
止
・

権
利
擁
護
の
再
確
認
と
職
員
の
日
々
の
行
動
の
振
り

返
り
と
す
る
。

六
、
職
員
の
質
の
向
上
へ
の
努
力

（
各
種
研
修
会
の
実
施
と
参
加
）

全
社
協
、
県
社
協
、
経
営
協
、
身
障
協
、
各
行
政

機
関
等
が
行
う
研
修
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
）
へ

積
極
的
に
参
加
す
る
。
参
加
に
つ
い
て
は
役
職
指
定

の
な
い
研
修
会
の
場
合
、
職
員
の
自
薦
に
よ
る
参
加

を
可
能
に
し
、
研
修
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
伝
達

研
修
に
つ
な
げ
る
。
中
堅
職
員
や
こ
の
先
介
護
現
場

に
お
い
て
キ
ー
と
な
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
現
状
の

職
種
に
関
係
な
く
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
初
任
者
研
修
を
受
講
し
て
も

ら
う
。
新
任
職
員
に
つ
い
て
は
新
任
者
を
対
象
と
し

た
県
社
協
主
催
の
研
修
会
に
必
ず
参
加
で
き
る
体
制

を
と
る
。
施
設
内
研
修
と
し
て
は
研
修
・
改
善
委
員

会
を
中
心
に
、
各
部
署
持
ち
回
り
で
研
修
企
画
を
行

う
。
ま
た
身
障
協
独
自
の
認
定
シ
ス
テ
ム
（
Ｑ
Ｏ

Ｓ
）
を
導
入
、
支
援
者
レ
ベ
ル
を
確
認
し
今
後
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
一
助
と
す
る
。
ま
た
、
法
人

と
し
て
導
入
予
定
の
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

も
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
二
ヶ
年
計
画
で
の
構
築
を
行
う
。

七
、
業
務
の
効
率
化
・
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の

福
祉
用
具
の
活
用

新
た
に
導
入
し
た
支
援
シ
ス
テ
ム
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

へ
の
対
応
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
適
切
に
指
導
す
る
。

介
助
リ
フ
ト
等
福
祉
機
器
に
つ
い
て
も
、
介
護
現
場

の
状
況
を
精
査
し
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
を
目

指
す
。

ま
た
サ
ビ
管
、
相
談
員
以
外
の
職
員
に
も
意
思
決
定

支
援
の
研
修
機
会
を
設
け
、
職
員
へ
の
意
思
決
定
支

援
へ
の
理
解
を
進
め
る
。

三
、
天
草
市
地
域
生
活
支
援
拠
点
の

面
的
整
備
へ
の
協
力

天
草
北
地
域
障
が
い
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
ら
り

す
に

て
二
十
四
時
間
体
制
の
障
害
相
談
支
援
、
星

光
園
に
お
い
て
は
短
期
入
所
に
よ
る
緊
急
時
の
受

入
・
対
応
を
受
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
拠
点
事

業
で
あ
る
『
体
験
の
機
会
・
場
の
確
保
』
『
専
門
的

人
材
の
確
保
・
養
成
』
『
地
域
の
体
制
づ
く
り
』
も

実
施
を
検
討
す
る
。

天
草
全
域
が
対
象
と
な
っ
た
特
定
相
談
支
援
事
業

所
ほ
ほ
え
み
に
お
い
て
は
、
新
た
に
加
わ
っ
た
精
神

障
害
・
障
害
児
に
つ
い
て
の
相
談
支
援
事
業
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
。
相
談
支
援
専
門
員
は
女
性
相
談

支
援
専
門
員
一
名
を
加
え
男
性
一
名
女
性
二
名
と
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
相
談
員
体
制
と

す
る
。

四
、
委
員
会
に
よ
る
各
種
行
事
の
実
施

委
員
会
主
導
で
各
種
行
事
を
企
画
立
案
し
、
利
用

者
の
意
向
を
尊
重
し
た
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
を

行
う
。
そ
の
際
は
健
康
・
衛
生
面
の
安
全
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
活
動
と
し
、
参
加
人
員
規

模
の
調
整
を
行
う
。

五
、
権
利
擁
護
の
尊
守
と
権
利
侵
害
・

虐
待
防
止
へ
の
理
解
促
進

制
度
改
正
も
踏
ま
え
引
き
続
き
虐
待
防
止
委
員

会
・
身
体
拘
束
適
正
化
委
員
会
主
導
の
も
と
、
権
利

擁
護
の
遵
守
に
努
め
る
。
虐
待
防
止
委
員
会
の
役
割

と
し
て
は
①
職
員
へ
の
研
修
の
定
期
的
な
実
施
（
年

一
回
以
上
）
②
毎
月
及
び
必
要
に
応
じ
委
員
会
の
開

催
と
検
討
結
果
の
職
員
へ
の
周
知
③
虐
待
防
止
の
た

め
の
責
任
者
を
設
置
す
る
。
身
体
拘
束
適
正
化
委
員

会
の
役
割
と
し
て
は
①
身
体
拘
束
等
に
つ
い
て
必



八
、
働
き
方
に
合
わ
せ
た
労
務
管
理

働
き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、
時
間
外
労
働
、
年

次
休
暇
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
確
実
に
実
施
で
き

る
よ
う
規
程
等
の
順
守
を
促
す
。
ま
た
、
就
労
者
の
希

望
に
合
わ
せ
た
労
働
時
間
に
配
慮
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
賃
金
体
系
の
見
直
し
を
行
う
。

九
、
利
用
者
・
職
員
の
健
康
確
保

各
種
感
染
症
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
。
基
本
的
な
感

染
症
対
策
を
基
本
と
し
、
産
業
医
や
嘱
託
医
か
ら
の
指

導
・
助
言
の
も
と
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
感
染
症

対
策
を
行
う
。

職
員
に
関
し
て
は
労
働
災
害
防
止
の
た
め
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
腰
痛
防
止
策
を
講
ず
る
。
ま
た
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
・
モ
ラ
ハ
ラ
防
止
の
規
定
の
周
知
、
定
期
的

な
生
活
習
慣
病
検
診
や
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、

職
員
の
健
康
課
題
の
解
決
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
を
目
指
す
。

十
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
施
設
づ
く
り

災
害
時
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
、
定
期
的
な
防
災
訓

練
を
実
施
。
特
に
夜
間
防
災
訓
練
の
際
に
は
地
域
消
防

署
や
消
防
団
と
の
連
携
を
は
か
る
。
ま
た
各
施
設
間
で

防
災
連
携
の
確
認
を
行
い
、
被
災
し
て
も
他
施
設
が
援

助
で
き
る
体
制
を
と
る
。
こ
の
他
、
天
草
市
の
福
祉
避

難
所
と
し
て
地
域
防
災
の
一
助
と
な
る
。
災
害
対
応
や

感
染
症
対
応
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計
画)

を
星
光
園
及

び
星
光
園
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
、
星
光
園
相
談
支
援
事

業
所
ほ
ほ
え
み
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
、
定
期
的

な
見
直
し
も
行
う
。
車
両
の
運
転
を
行
う
職
員
に
は
安

全
運
転
管
理
者
選
任
事
業
所
で
あ
る
こ
と
の
自
覚
を
促

し
、
安
全
運
転
の
指
導
・
注
意
喚
起
と
運
転
前
の
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
に
よ
る
運
転
可
否
の
判
断
を
行
う
。

ま
た
、
自
転
車
運
転
に
つ
い
て
も
車
両
運
転
で
あ
る
こ

と
の
自
覚
を
促
し
、
飲
酒
運
転
禁
止
等
の
指
導
を
行
う
。

十
一
、
福
祉
や
法
人
に
対
す
る
理
解
の
促
進

実
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
学
校
教
育
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
受
入
れ
、
地
域
住
民
の
福
祉
に
対
す
る
理
解

を
促
進
し
、
福
祉
人
材
の
育
成
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
各
事
業
所
と
地
域
と
の
連
携
を
目
的
に
外

部
の
目
を
入
れ
た
会
議
体
、
地
域
連
携
推
進
会
議
が

令
和
七
年
度
よ
り
義
務
化
さ
れ
、
こ
の
会
議
を
年
一

回
以
上
確
実
に
実
施
し
地
域
へ
の
理
解
を
進
め
る
。

十
二
、
法
人
主
催
の
事
業
へ
の
協
力

創
立
記
念
事
業
の
他
、
法
人
が
主
催
す
る
事
業
に

対
し
準
備
・
運
営
に
協
力
す
る
。

・
星
光
園
中
長
期
経
営
目
標

①
利
用
者
住
環
境
の
整
備

②
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
の
責
務

③
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

④
福
祉
人
材
の
確
保

一
、
時
代
に
即
し
た
施
設
へ
の
建
替
え

建
設
か
ら
五
十
年
、
大
規
模
修
繕
か
ら
も
二
三
年

が
経
過
し
た
星
光
園
は
部
分
的
な
老
朽
化
や
、
多
床

室
の
存
在
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
福
祉

充
実
計
画
に
沿
っ
て
全
室
個
室
を
前
提
と
し
た
施
設

へ
の
建
替
え
を
、
以
下
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
実

施
す
る
。
基
本
計
画
立
案
に
つ
い
て
は
入
所
や
通
所

の
定
員
の
在
り
方
、
部
屋
数
や
建
築
階
数
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
地
域
へ
の
開
放
の
在
り
方
、
防

災
面
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
の
視
点
を
取
り
入
れ
周

到
な
計
画
を
立
案
す
る
。
尚
、
昨
今
の
建
築
費
の
高

騰
を
踏
ま
え
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
等
は

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
設
計
監
理
担
当
者
と
定

期
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
進
め
て
い
く
。

二
、
天
草
市
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整
備

こ
れ
ま
で
五
十
年
に
わ
た
り
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
障
害
の
あ
る
方
へ
の
生
活
支
援
を
提
供
し
て
き

た
星
光
園
は
、
地
域
住
民
や
行
政
か
ら
も
一
定
の
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
地

域
に
根
差
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
た
め
、
福
祉

事
業
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
地
域
福
祉
へ

の
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
天
草
市
が

面
的
整
備
を
進
め
て
い
る
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
五

つ
の
機
能
に
つ
い
て
現
在
ま
で
に
二
つ
の
機
能
を

担
っ
て
い
る
が
、
今
後
委
託
が
考
え
ら
れ
る
残
る
三

つ
の
機
能
「
体
験
の
機
会
・
場
の
確
保
」
「
専
門
的

人
材
の
確
保
・
養
成
」
「
地
域
の
体
制
づ
く
り
」
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
受
託
し
、
天
草
に
お
け
る
障
害

福
祉
の
基
幹
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ

り
行
政
・
地
域
・
事
業
者
が
連
携
を
密
に
し
、
未
だ

手
の
届
か
な
い
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
に
手
を
差

し
伸
べ
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
星
光

園
並
び
に
北
斗
会
の
パ
ー
パ
ス
（
存
在
意
義
）
を
高

め
る
こ
と
は
施
設
経
営
の
安
定
化
に
も
寄
与
す
る
と

考
え
る
。

三
、
人
事
評
価
制
度
の
導
入

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
職
員
の
業
務
実
績

や
能
力
を
評
価
、
従
業
員
個
々
の
育
成
方
針
を
決
め

る
材
料
と
す
る
。
ま
た
賞
与
や
昇
格
・
昇
進
等
（
人

事
考
課
）
人
事
管
理
の
基
盤
と
す
る
。
そ
の
際
に
は

法
人
が
連
携
す
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
と
協

働
し
、
福
祉
事
業
所
向
け
の
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
を

お
お
む
ね
二
年
後
を
目
途
に
構
築
す
る
。

四
、
福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
と
育
成

人
口
減
少
の
時
代
に
入
っ
た
今
、
福
祉
業
界
に
限

ら
ず
労
働
人
口
の
減
少
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
人
材
確
保
は
、

施
設
経
営
の
安
定
性
の
観
点
か
ら
も
特
に
重
視
す
べ

き
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

に
加
え
、
新
卒
者
や
転
職
希
望
者
な
ど
を
扱
う
総
合

求
人
サ
イ
ト
（
リ
ク
ナ
ビ
）
、
福
祉
人
材
研
修
セ
ン

タ
ー
、
人
材
紹
介
業
者
の
活
用
、
各
種
就
職
説
明
会

に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
と
共
に
、
法
人
職
員
の
縁

故
・
友
人
紹
介
な
ど
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用

し
て
求
職
者
を
募
っ
て
い
く
。
ま
た
、
適
正
な
職
員

評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
り
早
期
の
離
職
を
防
止
し
、

福
祉
人
材
と
し
て
長
く
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
成

長
を
支
え
て
い
く
。
外
国
人
労
働
者
の
採
用
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
検
討
し
、
貴
重
な
戦
力
と
な
る
よ
う

育
成
に
努
め
る
。



浩
の
部
屋

by  Hiroshi O
kitu

三
月
七
日
（
な
の
か
）

前
編

い
や
～
参
っ
た
ね
～
。

も
う
、
夏
で
す
よ
。
初
夏
。
麦
秋
で
す
よ
。

先
日
、
５
Ｇ
さ
ん
が
突
然
、
【
三
月
七
日
（
な
の

か
）
て
何
日
？
】
と
聞
く
の
で
私
は
、
ち
ょ
っ
と
戸
惑

い
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
七
日
（
な
の
か
）
を
、
三
月
な
の
か
？
と

勘
違
い
し
て
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
「
も
う
す
ぐ

彼
岸
の
入
り
で
す…

」
と
か
言
っ
て
て
、
５
Ｇ
さ
ん
が
、

知
っ
た
か
ぶ
り
し
て
「
彼
岸
の
入
り
か
ぁ
」
と
、
言
う

も
の
だ
か
ら
、
私
が
「
彼
岸
の
入
り
て
な
ん
ね
」
と
聞

い
た
ら
、
案
の
定
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
が
知
っ
た
か
ぶ
り
し
て
「
彼
岸
の
入
り
て

ね…

」
あ
れ
？
そ
う
い
え
ば
私
も
詳
し
く
知
ら
な
い
な
、

と
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
、
い
う
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
の
で
。

で
も
何
人
の
人
が
「
彼
岸
の
入
り
」
と
は
何
な
の
を

知
っ
て
る
の
で
し
ょ
う
か
？

結
局
、
私
も
知
っ
た
か
ぶ
り
し
て
た
人
間
な
ん
で
す

よ
。
皆
同
じ
人
間
な
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
話
が
、
横
道
に
そ
れ
そ
う
な
の
で
元
に
戻

し
ま
す
。

そ
も
そ
も
地
球
は…

…
…

ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
そ
う
な
も
の
で
今
月
は
、
こ
こ

ま
で
に
し
ま
す
。

後
編
は
、
来
月
号
に
つ
づ
く
。

お
し
ま
い
。

か
け
た
情
け
は
、
水
に
流
せ
。

受
け
た
恩
は
、
石
に
刻
め
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」
よ
り

お別れ会 3月28日、定年退職される職員の
お別れ会が訓練室にて行われました

おつかれさまでした

長く勤められた2名の方に
感謝の拍手が送られました



編
集
後
記

い
よ
い
よ
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
星
光

園
は
五
十
周
年
の
記
念
の
年
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
気
持
ち
で
気
を
引
き
締
め
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

係
で
は
利
用
者
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
投

稿
も
募
集
中
で
す
。
お
気
軽
に
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

四
日

創
立
記
念
式
典

七
日

施
設
長
・
事
務
長
会
議

十
日

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
会
議

環
境
整
備

十
五
日
～

九
障
協
第
一
回
理
事
会

十
六
日

十
七
日

防
災
訓
練

十
八
日

運
営
委
員
会

船
井
総
研
説
明
会

二
一
日
～

環
境
整
備
（
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
）

二
四
日

職
員
研
修
会

二
九
日

昭
和
の
日

晴
天
に

強
き
風
吹
く

春
そ
こ
に

夕
暮
れ
の
遅
き

西
空

ま
だ
明
し

友
子

そ
よ
風
に

惹
か
れ
て
ゆ
く
や

墓
参
道

見
上
げ
れ
ば

蕾
満
開

山
桜

麻
子

ほ
ほ
え
み
コ
ー
ナ
ー

四
月
行
事
予
定

地
域
連
携
推
進
会
議

三
月
十
九
日
、
令
和
六
年
度
の
地
域
連
携
推
進
会

議
が
星
光
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
地
域
と
事
業
所
の
連
携
に
よ
り
『
利

用
者
と
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
』
『
事
業
所
の
地
域

へ
の
理
解
促
進
』
『
サ
ー
ビ
ス
の
透
明
性
・
質
の
確

保
』
『
利
用
者
の
権
利
擁
護
』
な
ど
を
目
指
す
も
の

で
、
年
に
一
回
以
上
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
議
の
出
席
者
（
構
成
員
）
は
、

 

①
利
用
者

 

②
利
用
者
家
族

 

③
地
域
の
関
係
者

 

④
福
祉
・
経
営
に
知
見
の
あ
る
人

 
⑤
市
町
村
担
当
者 

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
北
斗
会
三
事
業
所
の
会
議

体
合
同
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
構
成
員
の
紹
介
、
会
議
の
目
的･

概
要
説
明
、

法
人
各
事
業
の
紹
介
、
構
成
員
と
の
意
見
交
換
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
令
和
七
年
度
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

構
成
員
の
皆
様
に
は
貴
重

な
時
間
を
い
た
だ
い
て
の

開
催
と
な
り
ま
す
が
、
会

議
や
施
設
訪
問
を
通
し
、

忌
憚
な
い
ご
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
更
な
る
地
域
と
の

連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
感

染
性
胃
腸
炎
等
の
感
染
症
が
流
行
る
季
節
で
も
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
面
会
は
面
会
室
の
み
と
し
、
検
温
、

手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
な
ま
物
の
差
入
れ
禁

止
な
ど
の
衛
生
管
理
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
体
調
不
良
の
方
は
利
用
者
へ
の
面
会
を
ご

遠
慮
下
さ
い
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

施
設
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
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